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信州では古くから林業が盛んで、
良質なアカマツが生育されていた。
そして納豆と言えば藁で包み込ん
だ納豆という時代に扱いやすく衛
生的とのことから好評を得て、信
州内の他のメーカーへと経木納豆
が波及していった。毎年行われる
納豆の全国鑑評会でも経木納豆は
高い評価を受けている。

有限会社村田商店
代表取締役社長

村田 滋 氏

長野県で唯一、経木で包ん
だ納豆を製造する村田商店

自然の風味と豊かな味わいが、本来
納豆が苦手という人にも好評

古今納豆小粒、安曇野
大粒納豆の経木納豆以
外にも様々な納豆製品
を製造

商品情報

長野県長野市若里１ ４ ８
☎026-226-6771

有限会社　村田商店
関連団体

古くから林業が盛んな信州の良質なアカマツ材から作
られた経木で包まれた、信州産大豆で作られらた経木朝ごはんに納豆があるとうれし

くなる。それも経木入りならさ
らに上機嫌になれる。経木はも
とが木で通気がいいから、発酵
に欠かせない酸素を取り込む一
方で、発酵時に出るアンモニア
臭は外に逃がす。そのうえ吸湿
性に富むから、豆がふっくらす
るし、糸のねばねばもしっかり
育つ。この健康美味はぜひとも
後世に伝えたい。
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大豆と納豆菌はすべて
人の手によって経木に
包まれる

圧力蒸気により時間
をかけ低圧蒸煮する
ことで、弾力ある柔
らかさの煮豆に

アカマツの経木で包み、
じっくり発酵させる
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信州産大豆の経木納豆
信州は古くから林業が盛んで良質なアカマツ材から経木が生産さ

れていたことから、信州産大豆を使った納豆を経木で包んだ経木納豆が生まれた。

大豆に水分を吸収させて組織を軟化させ、圧力蒸気により蒸煮。
急激な圧力や温度上昇を避け時間をかけて低圧で行う。これにより弾力ある
柔らかい煮豆ができる。

現在は小粒ながらもっちりした食感で味も良い長野県認定品種
の「すずろまん」を使用。この煮豆を県産アカマツ材で作られた経木に充填し
包む。

製造に用いる設備・器具は煮沸した上、アルコールを噴霧し乾
燥させて衛生的に保持する。

有限会社　村田商店　長野県長野市若里１ ４ ８

審査専門委員

フードジャーナリスト
食文化研究家
エッセイスト

向笠 千恵子 氏
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